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2004 年 11 月 29 日午前 3 時 32 分、北海道釧路沖を震源とする釧路沖地震（Ｍ＝7.1）が発生した。この本震が

発生した４分後には M 6.0 の余震が続発した。7 日後の 12 月 6 日 23 時 15 分には、本震の南南東約 10km の釧路沖

で M 6.9 の最大余震が発生した。過去にこの海域では 1961 年 8 月 12 日に M 7.2 の地震が発生している。その 3ヵ

月後の 1961 年 11 月 15 日に M 6.9 の地震がすぐ隣で発生している。今回の地震はこの 1961 年の釧路沖地震の再来

地震と考えられており、再び沈み込む太平洋プレートと陸側プレートのほぼ同一の境界で発生したと考えられてい

る。 

本地震を解明するためには、正確な余震分布を求める必要がある。今回のように震源域が海域である場合、よ

り正確な余震分布を求めるためには震源域の真上に海底地震計を設置し観測を行うことが重要と考える。 

そこで我々は本震発生８日後から、本震、最大余震を囲むように９台の自己浮上式海底地震計からなる地震観

測網を緊急に設置し、余震観測を実施した。観測期間は 12 月７日から 12 月 15 日までの８日間である。得られた

解析結果からは、本震付近では余震がきわめて少なく、その周辺の２、３ヶ所に集中して余震が起こっていたこと、

さらにより海側で比較的活発な余震活動を確認できた。なお現在解析中であるが、今回得られた海底地震計の観測

データと陸上観測網との統合したデータ処理を行い、各観測点での走時補正値を求め、より長期間に渡る均質な余

震活動の分布を明らかにする。 
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